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 ２月８日、関西支社は平成２０年度の検修業務量を明らかにしました。交番検査の業務量

は年間２,１２８編成で、大阪第二車両所では年間２０日程度の分散特休が発生することも明

らかにしてきました。 
 会社が明らかにした業務量からすると稼動日数は東京と大阪で１日８編成検査するので２

６６日になります。社員の「特公休」は年間１２０日なので出勤日数は２４５日となり、そ

の差２１日が分散特休になります。 
また、年休が２０日あるので、実際には年間２２５日出勤すればいいのです。 
そこで、分散と年休とを合わせて１日に何名の休みが必要かを計算しました。 

 
休み（分散＋年休）人数の計算式 
Ｘ＝１日の出面人数   Ｙ＝休み人数 
２６６×Ｘ＝２２５×（Ｘ＋Ｙ）  Ｙ＝４１／２２５Ｘ で計算できます。 
 
Ａ担務 班長・副班長 ４名  Ｇリーダー ７名     計１１名 
Ｙ＝４１／２２５×１１＝２．００４≒３        休み人数 ３名 
 
Ｂ担務 Ａ班 １０名  Ｂ班 １３名  特修 ６名  軸探 ２名  計３１名 
Ｙ＝４１／２２５×３１＝５．６４８≒６       休み人数 ６名 
  
Ｃ担務 Ａ班 １０名  Ｂ班 １２名  特修 ４名         計２６名 
Ｙ＝４１／２２５×２６＝４．７３７≒５       休み人数 ５名 
 

合計休み人数（Ａ＋Ｂ＋Ｃ担務） １４名 

 
 私達の計算によると、１日に最低１４名を休ませないと年間の休日が消化できなくなりま

す。会社は、平成２０年度の要員は確保していると言っていますが、本当に要員を確保して

いるのでしょうか？ 
 みなさん！！４月１日から本当に１日１４名分の休みの枠があるか、確認する必要があり

ます。なぜなら、そうでなければ要員が足らないということです。また、当たり前のように

研修・出張等で年休が抑制される日が、今年度も数多くありました。研修・出張等のための

要員は別枠にすべきです。 
私たちＪＲ東海労大二両分会は、注意深く監視し、十分な要員確保を要求していきます。 


